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文論
子供のうたの変遷をみる
（明治時代）
鎌田　弘子
　はじめに
　私達のまわりにはたくさんの歌がある。マスコミの発達した現代では云う
に及ばず，遠い昔から歌は我々の生活になくてはならないものであった。誰
からともなくうたいつがれて来た「わらべうた」，母にうたってもらったやさ
しい「子守唄」，幼稚園や小学校で先生から教えられた童謡の数々。それ等の
なつかしい歌をうたう時，私達は何とも言えぬ郷愁にかられるのである。正
に「うたは心のふるさと」である。明治以後昭和の現代に至るまでのうたに
ついて，今回は特に音楽的な面でのアナリーゼを試みる事によって，うたの
移り変りを調べ今後のうたのあり方についての方向ずけの一つの手がかりに
しようと考えたのである。
　さて，うたにはたくさんのジャンルがある。まず明治から大正へと歌を調
べ始めるとこれは大変である。民謡，わらべうた，軍歌，はては外国の民謡
等その時代の背景や要求によって多種多様なうたが発表されている。
　昭和に入りラジオの普及にともない歌謡曲が生まれ，次々に新しいうたが
もてはやされるようになった。流行歌の誕生である。いわんや現代に至って
は言うに及ばず，私達のまわりのうたの数は全くかぞえ切れない程である。
　勿論ジャンルは拡大され，民謡，歌謡曲，フォークソング，ニューミュー
ジック，テレビ等のコマーシャルソングに至るまで，うたであふれている。
　これ等すべてのジャンルにわたり時代別にアナリーゼするには，あまりに
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も広範囲すぎるため，今回は，特に子供のうたについて，研究をすすめる事
にした。
　子供のうたと云う限られた範囲にしぼるという事は，必ずしもその時代の
音楽的レベルや傾向を知る上に充分とは言えないが，他のジャンルの曲につ
いては次の機会にゆずるとして，幼児教育にたずさわる筆者としては，まず
子供のうたに取り組む事にした。
　アナリーゼの方法
Oアナリーゼは，次の観点から行うこととする。
1．メロディ（音階　形式　詩とメロディの関係）
2．リズム
3．ハーモニー
　時代に伴う音楽の流れについて
　実際の曲のアナリーゼに取り組む前に，各々の時代の音楽の流れを理解す
る必要がある。
　ある一つの曲について，いつ，どんな背景の中で生まれて来たか，そして
当時どんな風に人々にうけ入れられて来たか等を調べる事によって一層はっ
きりと音楽的流れを知る事が出来る。
その1　明治時代
　明治の初期というのは，日本の青年期とも云うべき若々しさを持っていた。
江戸時代までは，実に閉鎖的な政策故に，音楽の分野においても殆んど新し
いいぶきは感じられなかった。明治以前にあったうたと云えば，わらべうた
や民謡のたぐいしかなかった様である。
　ヨーロッパに於て，音楽は中世（5世紀から15世紀）から，キリスト教に
取り入れられるすべての芸術（絵画文学音楽〉の中で最も高い芸術とさ
れ，キリスト教を支える大きな役割を果たし，素晴しい発展を見たのに対し
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日本では，遊芸の一っとみなされ，非常に低い地位におかれてしまったため
殆んど進歩発展は望めなかった。全く音楽的な面に於ては，ヨーロッパとは
比較にならない程おくれを取ってしまっていた。
　明治時代に入り，いよいよ文明開化，すべての点で欧化思想と国粋思想の
対立するなかで，音楽は，欧化思想を大いに取り入れ，新しい音階，リズム，
ハーモニーを一気に取り入れ次々に新しいうたを造り上げていった。
　しかし，ここで反省しなければならない事は，あまりにも外国（特にヨー
ロッパ）の音楽を崇拝してしまったため，日本独自の音楽を俗楽とさげすみ
片すみに排してしまった事である。
　日本の音楽は音楽として，その良さを充分認め，外来のものと同時に発展
させて行ったならば，音楽の方向ずけは，かなり異っていたのではないかと
思われる。
　この傾向は，音楽に限らず，日本人の特性で今後共注意し反省すべき事で
はないだろうか。
　さて，年代を追って明治時代をもう少しくわしく調べてみることにする。
　明治5年に，初めて学校制度が定められ，その中に「修身」「読本」「算
術」などと共に「唱歌」という科目が設けられた。実際には，教育の重点は，
「読み，書き，そろばん」で「唱歌」は遊芸の部類とさげすまれ殆んど行わ
れなかった様である。
　しかし明治12年，文部省に「音楽取調掛」という部署が設けられ，　（これ
が現在の東京芸術大学）伊沢修二がこの責任者に任命されてから，音楽は著
しく発展して行った。
　伊沢修二は，アメリカに留学し，アメリカの音楽教育システムを研究して
帰国後，アメリカでの師であったメーソン氏の来朝をこい，教材の編集や音
楽教師の養成に当った。
　まず唱歌の歌詞は「徳性の酒養と情操の陶冶」に資するものとして，五倫
五常風な教訓的なものないしは，和歌的な花鳥風月をうたった美的な内容の
ものとした。
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　音楽的には，「東西二洋の音楽を折衷して新曲をつくる」　「将来国楽を興す
べき人物を養成する」ことを理想にかかげた。
　これ等の方針は真に立派であるが，私の感ずるところ，昔の修身の本を読
むのと同じような内容で，本来の音楽の楽しさから少々かけ離れてしまった
様に思う。しかしこの方針によって，格調の高い名曲が次々に生まれた事に
はち力寸いない。
　さて，日本の音楽家達は，こぞって外国に留学して，ヨーロッパの大成さ
、れた音楽を学んで来た。滝廉太郎（作品として，「「花」　「荒城の月」等）　や
山田耕搾（「からたちの花」「この道」等）もその一人で，後に芸術的なすぐ
れた作品を数多く残している。
　日本人作曲家が，新しい曲を次々に発表するのと同時に，先に述べた音楽
取調掛編纂による「小学唱歌集」が作られていった。
　その中には，メーソンが，アメリカの学校で用いている欧米の民謡か　ら
　「庭の千草」「蛍の光」「蝶々」等が収められている。どの曲をみても今も尚
私共の愛唱歌として残されているなつかしい歌である。
　本来これらの外国曲は，民謡なのだから，誰にでも親しまれる，やさしい
楽しい内容だったにちがいないのだが，それを先にかかげた理想に基づき，
花鳥風月風ないかめしい文語体の詩に書き改められてしまったのである。
　その一つの例として「夕空晴れて」という曲をとり上げてみよう。
　日本では次の様な詩になっている事は誰でも御承知の通りである。
　　夕空晴れて　秋風吹き
　　月影落ちて　鈴虫鳴く
　　思えば遠し　故郷の空
　　あ・我が父母いかにおわす
　上の詩をみると，いかにも風景の描写と父母をおもう高徳心にあふれてい
る。
　原曲では「麦畑」という題で親しまれている。誰かさんと誰かさんが麦畑
でキスをするという内容で，楽しい愛のうたなのである。しかし当時の考え
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方としては，麦畑でキスをする等とんでもないと言うわけで，「夕空晴れて」
に改められたわけである。
　幼児の歌として出されたのは，明治20年に発行された「幼稚園唱歌」がは
じめてである。　「進め進め」や「風車」等が収められている。いずれも文語
体の歌詞なので，当時の子供達は，メロディは覚えるが，信司の意味は殆んど
わからなかったにちがいない。そういう点に於ては，新しい曲がたくさん生
まれては来たものの大衆に真から喜こび親しまれるには遠い存在だった様に
思う。
　その後次々に唱歌集が編纂された。
　明治21年～23年　明治唱歌1巻～6巻
　　（海外の名曲がたくさん収められている）
　明治22年　　　　中学唱歌集
　　（「埴生の宿」等が収められている）
　明治24年　　　　儀式用唱歌発表
　　（「君が代」「紀元節」等現在尚歌われている曲が多い）
　明治25～26年　　小学唱歌1巻～6巻
　　（わらべうたや，新人作曲家の作品を収めている。「うさぎ」等）
　明治27年～30年　大捷軍歌1巻～7巻
日清間の関係がけわしくなるにつれて，唱歌はいよいよ修身あるいは，忠君
愛国の精神を中心とするものが多くなった。軍歌の登上である「敵は幾万」
　「勇敢なる水兵」等，軍歌は昭和に入り第二次世界大戦勃発以後増々隆盛を
きわめていった。
　明治33～38年　　幼年唱歌1巻～10巻
　　　　　　　　　（小学校1年～4年用）
　　　　　　　　少年唱歌1巻～8巻
　　　　　　　　　（高等小学校1年～4年用）
　今までの文語体の歌に変って，子供の歌は子供の言葉で書くべきだと考え
言文一致，口語体で作ろうという運動がおこった。当然のこととはいえ，当
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時としては一大変改であった。田村虎蔵や納所弁次郎が中心となってこの運
動を進めた。「うさぎとかめ」「お月さま」「花さかじじい」等が発表された。
　明治33年　　　　尋常小学唱歌全2冊
　　　　　　　　高等小学唱歌全8冊
　歌詞が口語体に変ると，やさしく親しみやすくなったため，人々は非常に
喜んだものと思われる。「大こくさま」「一寸法師」
　ちょうどこの時期に，薄命の天才，滝廉太郎が素晴しい歌曲「花」　「箱根
八里」「荒城の月」を発表した。
　明治29～39年　　新編教育唱歌集
　〃40年　　　　中等教育唱歌集
〃〃42年　　　　女声唱歌
　〃43年　　　　教科統合中学唱歌（1巻～3巻）
　日清戦争終了後，尚一層忠君愛国の思想が強まり教科書作成は国家ですべ
きだという意見が出て来た。当時の出来事として明治35年「教科書疑獄」と
いう一大事件がおこり，それを期に唱歌の本も文部省編集になってしまった。
この中では「港」「旅愁」「夏は来ぬ」「ローレライ」等，今尚私共が口ずさむ
歌の数々が含まれている。
　明治43年　　　　尋常小学読本唱歌　全一冊
　いよいよ文部省唱歌の時代となる。i…文一致唱歌は前にも述べたように民
衆に強い支持をうけ普及したにもかかわらず，一方では品位が落ちるという
反対意見があり，再び国民思想統一のもとに，強い統制下におかれることに
なってしまった。これ等の教科書の特色は，一つ一つの歌が非常に慎重に作
られたことである。一つの詞に対して必ず二人以上の作曲家が作曲し，委員
会で討議した上で決定した。
　従って著作権は文部省にあることとなり作詞家や作曲家の名前は今尚あき
らかにされていない。唯文部省唱歌という名前で呼ばれるに至ったのである。
　　作品には，「こうま」「春が来た」「われは海の子」
　明治44～大正3年尋常小学校唱歌　全6冊
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　　「池の鯉」「牛若丸」「海」「浦島太郎」「かたつむり」
　以上明治時代を通して，どの様な背景のもとにどんな歌が生まれ，普及し
たかその推移を調べてみた。
グループ別アナリーゼ
　いよいよ音楽的な面よりアナリーゼするわけだが，全曲をとり上げるわけ
には行かないので，下記の3つのグループに分け，各々代表的な歌を何曲か
選んでその特色を研究してみたいと思う。
1．わらべうた一日本の昔からうたいつがれた歌。
2．外国の民謡　　明治初期に外国から取り入れた曲。
3．　日本人の作品　文部省唱歌等。
　わらべうた
　わらべうたの中より代表的な次の三曲を選んだ。
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　以上三曲を考察する。
メロディ
・日本語の言葉のイントネーションとメロディとがぴったりあっているので
自然でごくうたいやすい。
・音域がせまく，しかもその音域が幼児の発声可能な範囲なので，子供にと
って非常にうたいやすい。　「通りゃんせ」は多少音域が広いが「かごめ」　「
かくれんぼ」共DからHである。
リズム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．2　勧　単純な繰り返しのリズムが多い。殆んどがそ拍子で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
のリズムである。「かくれんぼ」は全曲を通して付点音符である。
2　旧　iの鯨のリズムは，外来のものと思われ易いがこれは，
　←
日本人が昔から持っていたリズムと思われる。民謡等にも，明るい調子の曲
にはしばしば付点のリズムが用いられている。
ハーモニー
　わらべうたにはハーモニーがなくもともと単旋律の歌である。歴史的にみ
ても，ハーモニーが考察されホモホニーの形になったのは，それ程古い昔で
はない。ヨーロッパのグレゴリオ聖歌も正に単旋律の音楽である。しかしわ
らべうたも現代では，殆んど和声の伴奏がっいている。編曲者の趣昧によっ
てかなり和声の選び方も異っているが，最もオーソドックスと思われる和声
をつけてみた。すると，大変面白い事がわかった。
　「かごめ」と「かくれんぼ」は音階的には，ト長調の陽旋法であるが，機
能和声におけるイ短調である。しかも自然的短音階によるAm（1）とEm（V）を主
とした和声が極めて自然である。　「通りゃんせ」は，へ長調の陰旋法である
が，和声的には二長調と解釈する事が出来る。
　以上三曲共，短調を基調としている。日本民族の持っているメロディはど
うやら短調思考らしい。昨今の演歌ブームも，さもありなんとうなずける次
第である。
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音階
　いずれも日本音階で俗楽旋法である。　「かごめ」　「かくれんぼ」はト長調
の陽旋法。「通りゃんせ」は，へ調の記譜による陰旋法。これ等は，グレゴ
リオ聖歌のドーリア旋法によくにている。勿論当時日本とヨーロッパの間に
文化交通がなされたとは考えられないが，人類文化の共通点をみる事が出来
て興味深い。
　　　　　　　　　　　　陽　　旋　　法
1
陰　　旋　　法
『
ドーリア旋法
外国の民謡
A　蝶　　々
B　庭の千草
C　霞か雲か
D　蛍の光
　以上四曲を研究することにする。
比較しやすくするために次頁の表にまとめてみた。
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　左記の表からわかる様に，いずれの曲も，しっかりとした形式の上に作ら
れ，和声においても，I　IVVの基本的な和声進行によってなされている。特
に，弱起の曲が多く現われている。音楽の三要素であるリズム，ハーモニー，
メロディが一体となって，小曲といえどもバランスの良い素晴しい音楽性を
有している。これらの民謡をみても，外国の音楽の進歩，発展の度合は，日
本をはるかに凌駕している。これ等の民謡が後の日本音楽に新しい息吹きを
与えるものとなった。
　日本人の作品
a．風　　　車
b．紀元節
c．うさぎとかめ
d．春が来た
e．汽　　　車
　明治15年頃より日本人の音楽家達は，こぞって新しい曲を作曲した。この
時代には，非常に多くの歌が生まれている。故に年代を追って特色のある曲
を選び，全般的な傾向をさぐることにしよう。
?? ??
作詞・作曲者不詳
か　ざ　ぐ　る　　　ま か　　　ぜ　　　の ま　　に
一帆
㌧ま に　めぐるな　り や　　　一 ま　　ず
）めぐ　るも　やまずめぐ一る も
一22一
e~ Cl 
~!, L~' ~r'~~'C ~~: 
e 
,~~~JJi,~L ~=~ji 
1;fvi~~:~ flidlt 
el 
CC 
~l 
t, 
~11 
'~: ()c,~ 6 't h' ~) t~ 
C 
/t* 
t~: 
F 
h' 
C; 
ta 
~ 
~ 
r 
;5 
U 
L 
It 
~ 
e~ 
IU 
< ~ 
~;~s ~ ~r 
t 
;~
~ 
J: ~ 
~ 
h ~~ <' 
D 
~~ 5 /t,a) U It C~: 
~ ~: ~ ~ 7!~*~) 
!L 
;E,~~fO ~E f~~=1 
~'~F""~?~P~;C~~ f~~l 
p 
dt 
eip 
~ 
~' 
D 
~ 
t Lt 
~ 
L D 
c?r 
~:b 
b* 
c 
a) 
a) 
,bJt 
t:)1? 
;5 L' 
h* ~) ~ 
J~ ~~;c 
t~ (D~t 'T7 
,v 
,~ 
f~t 
J: 
~ 
~ 
~J:'L IC ~ /' f2t }C c) ;5 ~ hL ' e) 
- 23 -
汽　 車
」3 研 （ン　侍 D」3
い一まは　やまなか　いまはは　　　P
件一叫煮　4く詳
大和田愛羅作曲
ま
い一まは粛きしうゲーるぞb
お　しう　まもなく　トンネル　の　　　　　　曾　ワ　蒔
らは
????? ????，???????????? ?????）?と「???『????
?，?
」一 0 σ F o
キ ←はるがきた　はるがきた　どこに
ひ　　下　　ひ髪
　高野辰之作詞　岡野貞一作曲
き　 た
　（ン
やまにきた　さとにきた　のにも　き　た
??
??
斎
幽
斎
蚤
?????（??
???????????????????善
申
）
1
串
ll
I
駅
跳
??????灘
瞭
寅
栂
ヨ
黙
引
礁
???
??????
????????》）????
????
副N
???、???
??????
?????????????「 」ぺ、
??。
?? ???? ? 。
?????????
??
??????????（ ?） ??（ ）??? 。?? ）。
ドヤ??〜????
斜1僻
?????????? ?????????（??、??、）
??
???? ?? ????」??? ???? ????。??? ?
????????????
??
????
???? ?????? ?? ???
一華
州N
???????
11
???（??、、??、）
??
????????????????。「 ????。
??????????
?。。?
???????
????
“挙
斜1“
????????? ? ?
??
?????????????? ???? 〈 ??? ?。
驚
柵
捌
職
?????
??
???」????
????? ????????? 。
抄令
副N
???????????（??。?）
??
????????????????????????
一25一
　以上五曲について考えてみよう。
・旋法及び音階については，正に日本音楽から西洋の長音階への移行がはっ
きりよみとれる。「風車」ら「紀元節」に於ては，まだ日本的色彩が強いが
「うさぎとかめ」と「春が来た」では，長音階に移行している。ただし第4
音と第7音を抜いているところがいかにも東西折衷で面白い。日本人はこの
四七抜き音階が非常に好きで，うたいやすいこともあって，現代の演歌調の
曲にも多く用いられている。
　「汽車」になるとオクターブの七音が全部用いられ完全に長音階となって
いる。
　リズムの点では，各々の歌詞のことばに合わせて，適切しかも統一のある
リズムを用いている。わらべうたに比べると，一層変化に富み多様な情感を
巧みに表現している。
　拍子に於ては，二拍子及び4拍子が多く，まだまだ3拍子は少ない。3拍
子のリズムは本来日本人には持ち合わせていない拍子で，西洋音楽が入って
来てから序々に用いられるようになった。
　ハーモニーでは，素晴しい進歩をみせている。わらべうたに於ては，ハー
モニーは存在しなかったのに対し，立派にIIVVの和声進行を伴って作曲さ
れている。前に上げた外国民謡の影響であろう。又当時の音楽家達の勉強ぶ
りカごうかカfえる。
　形式についても同様，殆んどが二部形式，三部形式の形態をとっている。
起承転結の音楽の基本をしっかりふまえて見事に作曲されている。これも西
洋音楽の影響によるところである。
　曲の始まり方では，外国民謡が殆んど弱起（アークタクト）の曲であるの
に対し，強起の曲が多い。これは，日本語のイントネーションによる理由と
日本人がアーフタクトのリズムにまだ不慣れの為と思われる。
ま　と　め
・明治時代の歌の推移の概要は，先に述べた通りだが，実際に各々の曲をア
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ナリーゼしてみて，その時代の世相がそのまま音楽の内容（メロディ，リズ
ム，ハーモニー，歌詞）に表われていること。
・日本人の持っていた音楽，最も大衆に親しまれていた「わらべうた」や民
謡は，独自の旋法により作られ，日本語と良く調和し，うたいやすい。立派
な民族音楽であった。しかるに西洋音楽が入って来て以来，和洋折衷をとな
えながら，実際には，急速にかたむいていったこと。
・要するに今回調べた曲についていうと，
　わらべうた＋外国民謡一日本人作品（唱歌）といえること。
・この時代には，幾多のすぐれた作品が誕生している。これらの曲が，その
後の日本音楽の源となっていること。
・我々が，日頃口ずさむなつかしい歌の数々が殆んどこの時代に生まれてい
る事は，実に感概深い。当時の音楽家達が，いかに勉強し，音楽を大切にし
て来たか，うかがい知る事が出来る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　　　　　　　（かまだ　ひろこ，幼児教育，音楽・ソルフェージュ）
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